
研修(講座)名

期日 時間

会場 参加者数

ねらい

【 講 義 】

 【事例発表】

【 演 習 】

研修の様子

参加者の感想

■講義、事例発表とも大変勉強になった。しっかり目的を確認し、実践し、ふり返る活
動をやっていきたい。また、継続していきたい。
■基礎講座は何回受けても原点となるので、何度も学び直していきたい。事例発表は
生の話で参加者としてしっかり聞けた。特にＰＤＣＡのＣ(チェック)を大切にしながら、い
ろいろなしかけをしていく必要を学んだ。
■海士町の事例発表を聞いて、他の公民館の方も同じように苦労しておられることが
わかった。その上で色々な工夫をしていて、真似しないといけないと思った。
■子どもも大人もお年寄りも、誰もがいきいきと元気で幸せな町になるよう、これからの
業務にこの研修で学んだことが生かせることができると良い。その為にも自分の業務
だけにとらわれず、普段から社会教育の実践者であれたらいいなと感じることができ、
よい機会となった。

研修プログラム

「社会教育の役割と県社会教育行政の方針と事業」
　　　　　       隠岐教育事務所社会教育スタッフ　企画幹　吉山 明利

「ふるさと再発見ツアー　～ごとばんさんMyガイドブックを作ろう～」
　　　　　　　　　　　　　　   海士町中央公民館　主事　村尾 由美子さん

「地域課題を見出だし、地域が元気になるためにできることを考えよう」

◍社会教育の基礎的な考え方や県の社会教育行政の方針と事業について理解する。
◍講義・事例発表・演習を通じて、社会教育の役割や事業を具体的に学び、社会教育を
主体的に推進しようとする意識を高める。

しまねの社会教育基礎講座（隠岐会場）

令和元年７月２日（火） 10:00～15:15

隠岐合庁別館第３会議室 17名

【 講 義 】 【事例発表】

【演習：ふり返り】【演習：ラベルワーク】


